
臨床検査に適した小型化、高効率化を実現した自動分析装置
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分析条件の指定と登録が可能なユーザーインターフェイス、2本の試薬プ
ローブによる試薬ピペッティング方式、分析条件の柔軟性を高めたランダ
ムアクセス方式、独自の全反応過程測光方式など多くの革新的な技術を採
用し、緊急検査室や人間ドックなど、臨床検査業務の主要な領域に自動分
析装置の活躍の場を広げ、80年代の臨床検査の普及による診断支援の向上
に大きく貢献した。世界の販売累計が3000台を越えるヒット商品となり、
この分野での日本の実力を世界に発信し、丸い形のカルーセル型試料テー
ブル機構を含めて、実質的な標準規格となった装置として重要である。
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